
さつきの部＝（銘木の部）荒木朝則さん（黒坂）
　　　　　　　　　　　　　　  盆栽の部＝飯島義政さん（黒坂）
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①衛星放送を受信している（５０％）
　【内訳】ＢＳアナログ放送（ＢＳ１、ＢＳ２
　　　　など )を受信＝５０％、ＢＳデジタル
　　　　放送（ＢＳジャパン、ＢＳフジなど）
　　　　を受信＝１９％、ＢＳアナログ放送と
　　　　ＢＳデジタル放送を受信＝１９％、
　　　　わからない＝７％、無回答＝５％
 ②今は受信していないが、今後受信する予定
　である（２１％）
③今も受信していないし、今後も受信しない
　（２２％）
④無回答（７％）

集計結果をお知らせします

▼
テ
レ
ビ
の
受
信
方
法

▼
テ
レ
ビ
の
映
り
具
合

▼
衛
星
放
送
の
受
信
状
況

自
宅
の
ア
ン
テ
ナ

で
受
信
（　

％
）

５４

離れた所にアンテナ
を立てて受信（５％）

共
同
受
信
組
合

で
受
信
（　

％
）

３４

マンションなどで
共同受信（４％）

無回答（２％）

　

２
０
１
１
年
７
月　

日
、
現
在
の
テ
レ
ビ
放
送
（
ア
ナ
ロ
グ
放

２４

送
）
は
電
波
を
出
す
こ
と
を
や
め
、
す
べ
て
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

（
地
デ
ジ
）
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
ま
ち
の
皆
さ
ん
が
混
乱
な
く
地
デ
ジ
に
移
行
で
き

る
よ
う
、
全
世
帯
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
「
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
移
行
対
応
状
況
調
査
」
を
３
月
に
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
な
ど
に
つ
い
て

の
「
地
域
情
報
化
住
民
意
向
ア
ン
ケ
ー
ト
」
も
あ
わ
せ
て
行
い

ま
し
た
。

　

今
月
は
、「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
移
行
対
応
状
況
調
査
」
の
集

計
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
移
行
対
応
状
況
調
査

▼
町
内
全
世
帯
数
＝
１
５
４
９

▼
調
査
票
配
布
数
＝
１
３
４
８

▼
回  
収  
総  
数
＝
１
２
３
８
（
回
収
率　
 
％
）

９２

▼
記
入
し
た
人
の
性
別

女
性
（　

％
）

３５

男
性
（　

％
）

６５

▼
記
入
し
た
人
の
年
齢

　

代
５０（　

％
）

２７

　

代
以
上

６０（　

％
）

５１
４０代（１３％）
３０代（５％）

２０代（２％）
１０代（０.２％）

▼
家
庭
の
テ
レ
ビ
の
台
数

５台（８％）
６台以上（４％）

テレビなし（０.２％）

３
台

（　

％
）

２４

２
台

（　

％
）

３０

１
台

（　

％
）

１８

４
台

（　

％
）

１５

無回答（１％）

無回答（０.１％）

無回答（１％）

わからない（１％）
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回
答
者
の
内
訳
を
み
る
と
、

半
分
が　

代
以
上
、
４
分
の
１

６０

が　

代
、
残
り
の
４
分
の
１
が

５０

　

代
以
下
で
、
少
子
高
齢
化
が

４０進
む
状
況
が
わ
か
り
ま
す
。

　

町
内
の
各
家
庭
の
テ
レ
ビ
台

数
は
２
、
３
台
が
主
流
。
受
信

方
法
は
、
３
分
の
１
は
共
同
受

信
で
す
。
個
人
受
信
で
も
、
５

％
の
皆
さ
ん
は
自
宅
か
ら
離
れ

た
と
こ
ろ
に
ア
ン
テ
ナ
を
立
て

て
お
り
、
山
間
部
の
電
波
状
況

が
う
か
が
え
ま
す
。
ま
た
、
衛

星
放
送
は
半
数
の
家
庭
が
受
信

し
て
い
ま
す
。

　

映
り
具
合
は
、
放
送
局
で
違

い
は
あ
る
も
の
の
７
割
か
ら
８

割
は
よ
く
映
る
よ
う
で
す
が
、

２
割
は
映
り
が
悪
く
、
映
ら
な

い
も
の
も
１
～
２
％
あ
り
ま
す
。

公
共
放
送
で
あ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合

で
さ
え
２
割
の
皆
さ
ん
が
映
り

が
悪
い
、
ま
た
は
映
ら
な
い
と

我
慢
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
「
地
デ
ジ
」
に
つ
い
て
知
っ
て

い
る
と
い
う
認
知
度
は　

％
で

８８

す
が
、
地
デ
ジ
の
言
葉
は
知
っ

て
い
て
も
、
内
容
が
ど
こ
ま
で

理
解
さ
れ
て
い
る
の
か
が
問
題

と
な
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
調
査
の
結
果

を
基
に
、
総
務
省
や
県
、
放
送

事
業
者
に
働
き
か
け
、
対
策
を

講
じ
て
い
き
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

問
合
せ　

役
場
総
務
企
画
課

（
電
話　

‐
０
３
３
１
）

７２

①個人でパラボラアンテナで
　受信（７８％）
 

②共同受信組合で受信（２０％）
 

③マンションなどで共同受信
　（２％）

▼
衛
星
放
送
の
受
信
方
法

▼
Ｃ
Ｓ
放
送
の
加
入
状
況

加
入
し
て
い
な
い

（　

％
）

６２

加入している
（１７％）

無回答（９％）

わからない
（１３％）

①全国のニュース（８２％）　  　⑥映画（５３％）
②地元の天気予報（７５％）　　　⑦お笑い・バラエティ（５２％）
③地元のニュース（７０％）　　  ⑧スポーツ番組（５１％）
④全国の天気予報（６３％）       ⑨音楽番組（５０％）
⑤ドラマ（５６％）                 　⑩地元の番組（４９％）

上位１０項目を掲載

　娯楽番組よりもニュース、天気予報が上位を占め、テレビ
が情報を得る身近で重要な手段となっています。次点１１位
に時代劇が４７％、また「水戸黄門」など再放送番組は３３％
で、テレビを見る人のうち３分の１が再放送を楽しみに見て
いることがわかりました。

▼
よ
く
見
る
テ
レ
ビ
番
組
（
複
数
回
答
あ
り
）

▼
２
０
１
１
年
７
月
の

　

完
全
地
デ
ジ
化
認
知
度

知っている
（８８％）

知らない（４％）

わからない（４％）

無回答（３％）

▼テレビ放送についての意見・要望（１０６件）

主な意見・要望
■何の電波であろうと、
国や行政が責任を持って
全地域で映るようにすべ
きだ。
■全地域で地デジが映る
までアナログ放送を延期
してほしい。ＮＨＫは難
視聴地域をカバーしてくれるが、民放は視聴者がお金を出
して映るようにしなくてはならない。良い方法はないもの
だろうか。
■地デジ移行は、電器メーカー、放送業界の意向ばかりで
国民は置き去り。
■新しいテレビ・チューナーを設置する経費がない。全額
補助してほしい。
■家の周辺は電波が弱く、雨や風によって画面が二重に揺
れたり音声が出なくなり、いらいらする。
■今の時代、テレビが見られなければ高齢者には楽しみが
なくなる。
■放映されないテレビ朝日やテレビ東京の番組が見たい。
■見たい番組が少ない。新聞、ラジオで十分。デジタル、
アナログに関わらず内容がお粗末。
■地デジになっても、ＮＨＫは誰もが視聴できることが基
本。町も努力すべきだ。
■総務省は「地デジに移行します」と言っているが、もっ
と意見を聞くべきだったのでは。早くにテレビを買い換え
ても町内で映らないなら意味がない。もっと早い対応を。

割合意見・要望の分類
４０％地デジ移行について
２０％受信状態について
１５％番組について
７％町の取り組みについて
６％ＮＨＫに対して
１３％その他

▼
集
計
結
果
ま
と
め

※次回は、インターネット・携帯電話などについての調査結果を掲載します



会
議
の
あ
り
方
を
話
し
合
う

事
前
検
討
会
を
設
置

 　　

会
議
で
は
、
は
じ
め
に
黒
坂
鏡

山
城
下
を
知
ろ
う
会
（
牧
智
也
会

長
）
が
取
り
組
ん
で
い
る
黒
坂
鏡

山
城
跡
の
保
護
活
動
や
黒
坂
の
歴

史
に
つ
い
て
、
同
会
の
事
務
局
で

も
あ
る
西
古
尚
史
委
員
が
説
明
し
、

黒
坂
地
区
を
拠
点
と
し
た
文
化
・

観
光
面
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

今
回
の
会
議
で
は
、
全
体
会
の

中
で
、「
今
後
の
会
議
の
方
向
性

に
つ
い
て
事
前
に
話
し
合
う
た
め

の
会
が
必
要
」
と
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。
話
し
合
い
の
結
果
、
委

員
長
、
副
委
員
長
の
ほ
か
、
Ａ
～

Ｃ
の
各
班
か
ら
委
員
を
選
び
、
計

６
人
で
事
前
検
討
会
を
開
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

事
前
検
討
会
は
、
町
民
会
議
が

開
か
れ
る
１
か
月
前
に
開
き
、
会

議
の
あ
り
方
や
、
出
席
を
要
望
す

る
外
部
団
体
・
専
門
家
に
つ
い
て

検
討
し
ま
す
。

　

全
体
会
の
あ
と
、
Ａ
～
Ｃ
の
各

班
で
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
主
な

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Ａ
班
＝
Ａ
班
で
は
高
齢
化
問
題
と

財
政
再
建
に
つ
い
て
、
任
期
の
２

年
間
を
か
け
て
ま
と
め
た
い
。
高

齢
化
問
題
は
解
決
し
に
く
い
が
、

み
ん
な
の
問
題
と
し
て
取
り
上
げ

て
い
き
た
い
。

Ｂ
班
＝
ま
ち
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん

が
ど
う
し
て
ほ
し
い
の
か
、
そ
の

気
持
ち
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
た
い
。

現
状
が
聞
け
る
人
を
老
人
会
に
お

願
い
す
る
。

Ｃ
班
＝
ブ
ラ
ン
ド
米
に
取
り
組
ん

で
い
る
講
師
を
呼
ん
で
み
た
い
。

ま
ず
ど
う
や
っ
て
農
業
を
守
る
か

が
第
一
。
６
月
の
視
察
（
次
ペ
ー

ジ
参
照
）
を
経
て
、
な
ぜ
日
野
町

で
は
集
落
営
農
が
で
き
な
い
か
を

考
え
た
い
。

今
後
は
外
部
の
専
門
家
を
招
き

ま
ち
の
課
題
な
ど
協
議
す
る
方
向
へ

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
の
あ
り
方
や

ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
う
、

第
９
回
日
野
町
ま
ち
づ
く
り
町
民
会
議
（
松
本
豊
文
委
員
長
）
が

５
月　

日
、
町
役
場
で
開
か
れ
、

２２

委
員　

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

１５

黒坂鏡山城の保護活動をスクリーンに映しながら解説
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ま
ち
づ
く
り
委
員
の
ほ
か

農
業
委
員
な
ど
も
参
加

　　

ま
ち
づ
く
り
町
民
会
議
で
は
、

ま
ち
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
農
業

の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
な
ど
の

問
題
解
決
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
、

６
月
８
日
に
、
農
業
先
進
地
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
視
察
に
は
、
ま
ち
づ
く
り

会
議
委
員
９
人
の
ほ
か
、
町
農
業

委
員
や
町
関
係
者
な
ど
計　

人
が

２６

参
加
、
広
島
県
庄
原
市
西
城
町
の

農
業
生
産
法
人
「 
日
南 
」
を
訪
問

ひ　

な

し
、
そ
の
活
動
に
つ
い
て
、
代
表

の
川
崎
博
之
さ
ん
、
事
務
局
の
木

戸
一
喜
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

 
集
落
の
農
地
を
集
積
し

共
同
で
管
理
作
業
を

 　　
「 
日
南 
」
は
、
西
城
町
日
南
地
区

ひ　

な

の
９
世
帯
す
べ
て
が
加
入
し
て
い

る
集
落
営
農
組
織
。
個
人
で
は
限

界
が
あ
る
農
地
管
理
を
地
域
で
協

力
し
て
行
う
た
め
、
平
成　

年
に

１４

農
業
生
産
法
人
（
会
社
）
を
設
立

し
、
地
区
内
の
各
農
家
か
ら
作
付

面
積
合
計
約
６
㌶
の
農
地
を
借
り

受
け
て
、
米
作
り
を
中
心
に
先
進

的
な
農
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
転
作
田
で
は
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
を
栽
培
し
て
収
入
を
増
や
し
、

豊
か
な
村
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

借
り
受
け
た
農
地
の
管
理
は
会

員
で
分
担
し
て
行
い
、
作
業
賃
金

を
支
払
う
ほ
か
、
農
地
の
所
有
者

へ
も
小
作
料
を
支
払
い
、
農
業
用

の
機
械
も
共
同
で
購
入
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
で
の
農
地
保
全

活
動
へ
支
払
わ
れ
る
中
山
間
地
域

等
直
接
支
払
交
付
金
も
大
き
な
収

入
源
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

法
人
設
立
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
農
作
業
を
手

伝
っ
て
い
た
も
の
が
収
入
が
入
る

よ
う
に
な
っ
た
り
、
機
械
を
共
同

で
買
っ
た
こ
と
で
生
産
コ
ス
ト
も

下
げ
る
こ
と
が
で
き
、
農
家
も
喜

ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

共
通
の
悩
み
を
意
見
交
換

 　

し
か
し
、
問
題
は
後
継
者
不
足

に
つ
い
て
。
日
野
町
と
同
じ
く
、

日
南
地
区
で
も
高
齢
化
が
進
ん
で

お
り
、
今
の
法
人
の
形
が
い
つ
ま

で
続
く
か
に
頭
を
痛
め
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

日
野
町
の
参
加
者
か
ら
は
、

「
イ
ノ
シ
シ
対
策
は
ど
う
し
て
い

る
か
」「
人
づ
く
り
・
後
継
者
づ
く

り
を
ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
か
」

な
ど
の
質
問
が
出
さ
れ
、
同
じ
中

山
間
地
域
の
住
民
ど
う
し
、
お
互

い
の
問
題
点
や
良
か
っ
た
点
な
ど

を
話
し
合
い
ま
し
た
。
参
加
者
に

と
っ
て
、
農
業
の
活
性
化
を
通
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

農
業
生
産
法
人
を
視
察

ま
ち
の
集
落
営
農
の
ヒ
ン
ト
に

魅
力
あ
る
農
業
を

目
指
し
た
い

 

ま
ち
づ
く
り
町
民
会
議
委
員

松
本　

洋
一
さ
ん
（
根
雨
）

　
「
こ
の
視
察
で
、
日
野
町
と
同
じ

問
題
を
抱
え
る
農
家
の
声
を
直
接

聞
く
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
プ
ラ

ス
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の

成
果
を
地
域
に
持
ち
帰
っ
て
、
集

落
営
農
に
つ
い
て
相
談
し
た
い
で

す
。
農
業
の
後
継
者
問
題
は
そ
こ

ま
で
限
界
が
来
て
い
ま
す
。
地
域

み
ん
な
で
協
力
し
、
魅
力
あ
る
農

業
が
で
き
れ
ば
、
後
継
者
と
な
る

若
者
に
も
興
味
が
持
っ
て
も
ら
え

る
と
思
い
ま
す
ね
」

田園地帯が広がる西城町日南地区

日南地区の集会所で話を聞きました
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まちの現状・政策などを説明
 

自治会長会議を開きました

　５月１３日、平成２０年度自治会長会議を町役場で
開き、町内の自治会長や町長はじめ町関係者らが
出席しました。
　会議では、まちが行っている事業などについて、
各課からの説明が行われました。
　主な説明内容について紹介します。

テ
レ
ビ
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
（
地
デ
ジ
）
に
つ
い
て

　

今
年　

月
に
、
地
デ
ジ
中
継

１０

局
の
中
日
野
局
（
大
桂
山
）
が
開

局
し
ま
す
。
町
で
は
、
ま
ち
の

皆
さ
ん
が
混
乱
な
く
地
デ
ジ
に

移
行
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
総

務
省
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
に
必
要
な

要
望
を
行
い
ま
す
。

全
町
一
斉
防
災
訓
練
に
つ
い
て

　

今
年
度
の
全
町
一
斉
防
災
訓

練
を
、　

月
５
日
（
日
）
に
行
い

１０

ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
、
寝
た
き

り
の
高
齢
者
な
ど
の
災
害
弱
者

を
含
め
た
住
民
の
把
握
を
お
願

い
し
ま
す
。

町
民
体
育
祭
に
つ
い
て

　

今
年
度
の
町
民
体
育
祭
を
、

９
月　

日
（
日
）
に
開
き
ま
す
。

２８

会
場
は
、
根
雨
地
区
大
会
が
根

雨
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
黒
坂

地
区
大
会
が
黒
坂
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
す
。
健
康
づ
く
り
の

た
め
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

小
地
域
座
談
会
に
つ
い
て

　

暮
ら
し
の
中
の
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
問
題
の
解
決
の
た
め
、
今

年
度
も
小
地
域
座
談
会
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
人
権

が
尊
重
さ
れ
る
安
心
・
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
、
す
べ
て
の

自
治
会
で
開
い
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

不
法
投
棄
防
止
、
環
境
美
化

運
動
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
不
法
投
棄
を
防
ぐ
た

め
「
空
き
缶
等
の
散
乱
の
防
止
に

関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
、
環
境

美
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
型
の
不
燃
ご
み
な
ど

で
、
放
置
場
所
が
個
人
の
所
有
地

で
あ
っ
て
も
、「
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に
基

づ
く
廃
棄
物
の
不
適
正
処
理
と

し
て
処
罰
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

な
お
、
全
町
一
斉
ク
リ
ー
ン
作

戦
を
９
月　

日
（
日
）
に
行
う
予

２１

定
で
す
。
地
域
で
の
積
極
的
な

取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

食
用
油
の
再
利
用
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
今
年
度
か
ら
試
行
的

に
食
用
油
を
回
収
し
、
も
み
の
木

園
（
米
子
市
）
で
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
に
精
製
し
て
再
利
用

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

食
用
油
の
回
収
タ
ン
ク
は
、
役

場
、
役
場
黒
坂
支
所
や
各
学
校
を

は
じ
め
、
協
力
い
た
だ
け
る
飲
食

店
・
商
店
や
個
人
宅
に
設
置
し
、

毎
月
１
回
職
員
が
回
収
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
補

助
金
に
つ
い
て

　

来
年
度
の
合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
補
助
金
に
つ
い
て
、　

月
ご

１１

ろ
に
要
望
の
と
り
ま
と
め
を
行

い
ま
す
。

除
雪
に
つ
い
て

　

除
雪
作
業
は
、
積
雪
量
が
お
お

む
ね　

㌢

を
超
え
た
と
き
に
行

２０

い
ま
す
。
消
火
栓
や
排
雪
で
き

な
い
場
所
、
排
雪
さ
れ
る
と
都
合

が
悪
い
場
所
に
つ
い
て
は
、
所
有

者
ま
た
は
自
治
会
で
目
印
を
置

い
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
除
雪
作
業
中
、
支
障
と

な
る
木
や
竹
な
ど
は
、
所
有
者
に

了
解
を
得
な
い
で
伐
採
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め

所
有
者
ま
た
は
自
治
会
で
支
障

と
な
り
そ
う
な
木
な
ど
を
伐
採

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
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寄
附
金
の
使
い
み
ち

▼
寄
附
の
申
し
込
み
に
は
、
ま
ず

寄
附
申
込
書
を
町
か
ら
取
り
寄
せ

て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
を
い

た
だ
け
れ
ば
、
町
か
ら
郵
送
し
ま

す
。
申
込
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

届
い
た
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
町
へ
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
申
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
申
込
書
を
も
と
に
、

町
か
ら
振
込
用
紙
を
送
付
し
ま
す
。

▼
寄
附
金
は
、
一
口
５
０
０
０
円

を
基
本
と
し
て
、
何
口
で
も
受
付

け
ま
す
。　
（
５
０
０
０
円
以
下
で

も
受
付
け
ま
す
）

▼
日
野
町
へ
寄
附
さ
れ
た
場
合
、

税
法
上
の
優
遇
制
度
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
個
人
の
場
合
は
、

寄
附
金
の
下
限
額（
５
０
０
０
円
）

を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
税
額
控

除
措
置
が
あ
り
ま
す
。

寄
附
申
込
書
の
請
求
・
問
合
せ
先

 

■
郵
便　

〒
６
８
９
‐
４
５
０
３ 

鳥
取
県
日
野
郡
日
野
町
根
雨　
　１０１

日
野
町
役
場
総
務
企
画
課

■
電
話　
　

‐
０
３
３
１

７２

■
Ｆ
Ａ
Ｘ　
　

‐
１
４
８
４

７２

 

■
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

soumu@town.hino.tottori.jp

 

■
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://www.town.hino.totto
ri.jp

①
子
ど
も
た
ち
が
す
く
す
く

と
育
ち
、
高
齢
者
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
福
祉
事
業

想
定
で
き
る
事
業
＝
保
育
所
・

小
中
学
校
の
充
実
、
高
齢
者
の

健
康
づ
く
り
な
ど

②
自
然
や
史
跡
、
文
化
財
な

ど
を
保
存
活
用
す
る
事
業

想
定
で
き
る
事
業
＝
町
歴
史
民

俗
資
料
館
、
黒
坂
鏡
山
城
跡
な

ど
の
文
化
財
保
護
や
、
滝
山
、

鵜
の
池
公
園
の
維
持
管
理
な
ど

③
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
、
芸
術

活
動
を
推
進
す
る
事
業

想
定
で
き
る
事
業
＝
文
化
セ
ン

タ
ー
・
図
書
館
の
充
実

④
住
民
み
ん
な
で
つ
く
る
安

心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
事

業想
定
で
き
る
事
業
＝
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
育
成
活
動
、
自
主

防
災
組
織
育
成
な
ど

寄　

附　

者

日
野
町
役
場

①寄附申込書を請求
（電話・ＦＡＸ・Ｅメール）
※町ＨＰからダウンロード可

②寄附申込書を送付（郵送）

③寄附申込書に記入して送付
（郵送・ＦＡＸ・Ｅメール）

④振込用紙を送付

⑤郵便局で振込み

⑦基金を活用して事業を実施

⑥寄附金を基金に積み立て

寄 附 の し く み
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が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

（町からの回答）

　貴重なご意見ありがとうございます。旧黒

坂保育所は、今のところ、施設を有効活用でき

ないかと、利用していただく人を求めている

ところです。

　また、旧黒坂保育所の園庭を子どもの遊び

場にとのご提案ですが、町としては、黒坂小学

校の校庭を学習時間を除いて開放しています

ので、ご利用いただきたいと考えています。

●まちへのご意見・ご提案などなんでも提案箱へお寄せください。寄せられたご意見の一部と回答を紙上でご紹介します
●提案箱の設置場所＝町役場、役場黒坂支所、根雨および黒坂郵便局

黒坂の子どもに遊び場を
（町内の方からのご提案）

　３月に閉所した黒坂保育所の園庭を、公園

として活用できないでしょうか。黒坂には

子どもが集まって遊ぶ場所がありません。

保育所がなくなり、遊び場もない…少子化が

進む中、子育てしにくい日野町の未来に不安

を感じています。

『提案箱』に寄せられたご意見・
ご提案の一部を紹介します

　７月から１２月にかけて、各がん検診を行います。

　受診券は７月中に対象者全員に配布します。

　検診車による集団検診の日程は下記のとおりです。

　※日野病院で受ける場合は、　直接日野病院（電話７２‐０３５１）まで予約してください。

　　なお、今年度は日野病院では肺がん検診は行いません。

●問合せ　役場健康福祉課　担当　伊田（電話７２－０３３４）

■胃がん・肺がん・大腸がん検診　（対象：４０歳以上の男女）

対象地区受付時間会　場実施日
黒坂１～４区、下菅、中菅、中菅中央、近江、畑

午前８時～午前９時
 

※胃がん検診を受け
ない人は、午前９時～
午前１０時

町公民館
７月１４日（月）

黒坂５～７区、下黒坂、根妻、小河内、布瀬谷７月１５日（火）

久住、下・中・上上菅、井ノ原、諏訪、漆原、下福長７月１６日（水）

根雨１～５区、高尾、後谷

山村開発
センター

７月３１日（木）

根雨６区、三谷１・２区、貝原、金持、野田８月１日（金）

板井原、濁谷、門谷、秋縄、三土、舟場、津地、安原９月１０日（水）

下榎１・２区、上・下本郷、榎市、小原、別所９月１１日（木）

■乳・甲状腺がん・子宮がん検診
　（対象：乳・甲状腺がん検診＝４０歳以上の女性で偶数年齢の人、子宮がん検診＝２０歳以上の女性）

対象地区受付時間会　場実施日
黒坂１～７区

午後１時～午後２時

町公民館

９月３日（水）
久住、下黒坂、根妻、下菅、中菅、中菅中央、近
江、畑、小河内、布瀬谷、下・中・上上菅、井ノ
原、諏訪、漆原、下福長

９月１６日（火）

根雨１～５区、高尾、後谷、金持、板井原、濁谷、
門谷、秋縄、三土

山村開発
センター

９月１７日（水）

根雨６区、三谷１・２区、貝原、舟場１１月１３日（木）
野田、津地、安原、下榎１・２区、上・下本郷、
榎市、小原、別所１１月１４日（金）
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閉
じ
こ
も
り
の
サ
イ
ン
に
要
注
意

　

１
週
間
外
出
し
な
い
で
、
行
動

範
囲
の
ほ
と
ん
ど
が
家
の
中
や
庭

先
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
く
る
と
「
閉

じ
こ
も
り
」
の
サ
イ
ン
で
す
。

　

閉
じ
こ
も
り
は
知
ら
な
い
う
ち

に
体
力
や
心
肺
機
能
を
低
下
さ
せ
、

転
び
や
す
く
な
っ
た
り
、
め
ま
い

や
疲
れ
や
す
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

ま
た
、
外
か
ら
の
刺
激
が
少
な
く

な
り
、
ぼ
ん
や
り
す
る
こ
と
が
多

く
な
っ
た
り
、
ひ
ど
い
物
忘
れ
を

起
こ
す
要
因
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
態
が
続
く
と
、

や
が
て
日
常
生
活
の
活
動
さ
え
難

し
く
な
り
、
寝
た
き
り
や
認
知
症

に
つ
な
が
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

お
出
か
け
の
達
人
は

閉
じ
こ
も
り
予
防

　　

閉
じ
こ
も
り
を
予
防
す
る
た
め

に
、
外
に
出
る
楽
し
み
を
見
つ
け

て
、
お
出
か
け
の
達
人
に
な
り
ま

し
ょ
う
。

　

例
え
ば
、
散
歩
に
出
か
け
る
こ

と
で
四
季
を
肌
で
感
じ
た
り
、
地

域
の
活
動
や
催
し
に
参
加
す
る
こ

と
で
刺
激
を
受
け
た
り
と
、
日
常

が
活
性
化
さ
れ
、
生
活
の
質
が
高

ま
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
自
身
の

健
康
維
持
や
生
き
が
い
づ
く
り
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

趣
味
や
活
動
の
輪
を
広
げ
、
楽

し
い
毎
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

まちの介護予防だより　連載③
　

役場健康福祉課（電話７２‐０３３４） のロココとダラカ
介
護
予
防

転
ば
ぬ
先
の
杖
と
知
恵

　
　

日
野
病
院 
看
護
局
長　

小
村
裕
美
子

　　

最
近
、
平
た
い
と
こ
ろ
を
歩
い
て
い
て
つ
ま

づ
い
た
り
転
ん
だ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

経
験
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
転
ん
で
骨
折
な

ど
し
て
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
た
め
に
、

ち
ょ
っ
と
自
分
の
歩
き
方
や
日
常
の
生
活
な
ど

を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
、
転
び
や
す
い
歩
き
方
の
特
徴
と
し
て
、

す
り
足
・
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
歩
き
の
方
が
多
い
よ

う
で
す
。（
図
１
）
こ
の
歩
き
方
で
は
目
線
が
下

で
、
歩
幅
が
狭
く
、
つ
ま
先
が
上
が
っ
て
い
ま

せ
ん
。
ま
た
、
つ
ま
先
で
地
面
を
け
る
こ
と
が

で
き
ず
、
一
見
転
ば
な
い
よ
う
に
注
意
深
く
歩

い
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
実
は
逆
効
果
で
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
方
に
起
こ
し
や
す
い
転
倒

に
よ
る
骨
折
の
部
位
は
（
図
２
）
に
示
す
と
こ

ろ
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

そ
し
て
、
転
ぶ
場
所
は
約
７
割
の
人
が
居
室

内
に
多
い
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
家
の

中
の
電
気
コ
ー
ド
や
マ
ッ
ト
、
段
差
・
履
物
（
靴

下
で
滑
る
）
な
ど
に
よ
る
転
倒
で
す
。

　

ま
た
、
転
び
や
す
い
人
に
は
、
肥
満
傾
向
の

人
・
健
脚
度
（
筋
力
）
が
弱
い
人
・
動
脈
硬
化

傾
向
の
人
・ 
外
反  
母
趾 
の
人
が
多
い
の
も
特
徴

が
い
は
ん 

ぼ　

し

で
す
。

　

そ
こ
で
、
転
ば
な
い
た
め
の
日
常
の
工
夫
と

し
て
、

①
し
っ
か
り
歩
き
ま
し
ょ
う
（
つ
ま
先
で
け
っ

て
、
か
か
と
か
ら
着
地
）

②
筋
肉
を
伸
ば
し
ま
し
ょ
う
（
軽
く
手
や
足
を

動
か
し
、
伸
ば
し
ま
し
ょ
う
）

③
足
の
裏
を
敏
感
に
し
ま
し
ょ
う
（
足
指
ジ
ャ

ン
ケ
ン
な
ど
で
足
の
指
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
）

④
上
手
に
靴
を
選
び
ま
し
ょ
う

ポ
イ
ン
ト
▼
足
の
指
が
動
か
せ
る
だ
け
の
ゆ
と

り
が
あ
る
▼
足
の
甲
の
部
分
ま
で
覆
わ
れ
て
い

る
・
か
か
と
が
し
っ
か
り
包
み
込
ま
れ
て
い
る

▼
か
か
と
の
接
着
面
が
広
く
、
３
～
５
㌢
の
高

さ
が
あ
る
▼
足
の
関
節
部
分
で
曲
げ
る
こ
と
が

で
き
る
▼
靴
底
に
適
度
な
硬
さ
と
弾
力
が
あ
る

⑤
脳
梗
塞
予
防
の
た
め
水
分
補
給
を
（
お
酒
は

ア
ル
コ
ー
ル
を
分
解
す
る
時
に
体
内
の
水
分
を

要
し
ま
す
の
で
脱
水
に
要
注
意
）

　

以
上
、
毎
日
少
し
の
時
間
を
使
っ
て
体
を
動

か
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
体
づ
く
り
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

　

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
で
き
る
訓
練
法
を
参

考
に
し
て
下
さ
い
。（
図
３
）

図
１

図
２

図
３

閉じこもり危険度チェック
 　　　「はい」と思う項目を
　　　チェックしてみましょう
 

活動
□１週間に１回以上は外出している
□運動などで体を動かしている
□出かけることが好き
□趣味や楽しみがある
 

生活
□食のバランスを考えて食べている
□何か興味や関心がある
□家庭内での役割がある
□お金の管理を自分でしている
□おしゃれに気を配っている
 

社会
□相談相手がいる
□地域の催しや活動に参加している
□人と話す機会がよくある
□世の中のニュースに関心がある
　

□にチェックはいくつありましたか？
「はい」を増やしていくことが大切です

再確認
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日
野
高
等
学
校
（
根
雨
）
の
生
徒
が
育
て

た
野
菜
・
草
花
や
加
工
品
な
ど
を
販
売
す
る

日
野
高
シ
ョ
ッ
プ
が
、
５
月　

日
、
出
雲
街

１０

道
根
雨
宿
一
番
館
（
根
雨
）
に
開
店
し
ま
し

た
。

　

今
回
販
売
さ
れ
た
の
は
、
手
づ
く
り
豆

腐
、
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
や
、
ベ
ゴ
ニ
ア
、

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
の
草
花
。
開
店
の

午
前　

時
前
か
ら
約　

人
の
町
民
が
行
列

１０

５０

を
作
り
、
加
工
品
は
開
店
後
す
ぐ
に
売
り

切
れ
る
な
ど
大
盛
況
で
し
た
。

　

こ
の
日
野
高
シ
ョ
ッ
プ
は
、　

月
ま
で

１２

の
毎
月
第
２
土
曜
日
、
出
雲
街
道
根
雨
宿

一
番
館
で
開
か
れ
ま
す
。

販売活動が大きな経験に

販
売
を
通
し
て
交
流

　

５
月　

日
、
里
山
元
気
塾
（
小
谷
博
徳
塾

１１

長
）
主
催
の
田
植
え
体
験
が
、
上
菅
地
内
の

水
田
で
行
わ
れ
、
町
内
を
は
じ
め
県
内
各

地
か
ら
約　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

３０

　

こ
れ
は
、
同
塾
が
都
市
と
地
域
の
交
流

事
業
と
し
て
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

当
日
は
、　

㌃

の
水
田
に
参
加
者
が
横
一

１０

列
に
並
び
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
苗
を
一
つ
ず

つ
手
で
植
え
て
い
き
ま
し
た
。
田
植
え
の

あ
と
は
、
地
元
産
の
食
材
を
使
っ
た
食
事

会
で
参
加
者
ど
う
し
交
流
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
鳥
取
市
の
学
生
は
、「
田
植
え

は
２
回
目
で
、
今
回
も
楽
し
く
で
き
ま
し

た
。
地
域
の
人
も
温
か
く
、
い
ろ
ん
な
こ

と
を
教
わ
り
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

泥の感触を楽しみながら

田
植
え
で
都
市
と
の
交
流

　

日
野
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
小

谷
博
徳
代
表
）
の
活
動
に
対
し
て
、
財
団
法

人
キ
リ
ン
福
祉
財
団
か
ら
助
成
金　

万
円

２７

が
贈
ら
れ
、
５
月　

日
、
鳥
取
県
西
部
地
震

１４

展
示
交
流
セ
ン
タ
ー
（
根
雨
）
で
贈
呈
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
財
団
が
行
っ
て
い
る
地
域

福
祉
活
動
支
援
事
業
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
応
募
し
、
今
年
度
の
助

成
が
決
ま
っ
た
も
の
で
す
。

　

贈
呈
式
で
は
、
財
団
の
国
松
秀
樹
事
務

局
長
が
「
こ
の
助
成
を
き
っ
か
け
に
、
さ
ら

に
活
動
を
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
さ
せ
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

助成を受けるネットワーク事務局の皆さん

地
域
活
動
に
役
立
て
て

　

５
月　

日
、
ひ
の
っ
こ
保
育
所
の
年
長

２０

児　

人
に
よ
る
稚
ア
ユ
の
放
流
が
、
黒
坂

２６
カ
ワ
コ
ふ
れ
あ
い
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
６
月
か
ら
の
ア
ユ
漁
解
禁
を

前
に
毎
年
行
わ
れ
、
自
然
や
生
き
物
と
ふ

れ
あ
う
こ
と
で
命
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も

ら
お
う
と
、
町
水
産
振
興
連
合
会
（
頭
本
尚

憲
会
長
）
が
主
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

頭
本
会
長
が
「
７
月
に
は
ア
ユ
つ
か
み
も

計
画
し
て
い
ま
す
。
今
日
は
元
気
な
ア
ユ

を
み
ん
な
で
放
流
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
あ
と
、
園
児
ら
は
バ
ケ
ツ
に

入
っ
た
稚
ア
ユ
を
一
斉
に
放
流
。「
大
き
く

な
っ
て
ね
」
な
ど
と
声
を
か
け
た
り
、
上
流

へ
向
か
っ
て
泳
ぐ
ア
ユ
を
目
で
追
っ
た
り

し
な
が
ら
数
万
匹
の
稚
ア
ユ
を
見
送
り
ま

し
た
。

ア
ユ
漁
解
禁
に
先
駆
け
て子どももアユも元気いっぱい
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木
の
お
も
ち
ゃ
を
作
る
こ
と
で
、
木
の

温
も
り
に
触
れ
て
も
ら
お
う
と
、
６
月
３

日
、
根
雨
小
学
校
で
木
の
お
も
ち
ゃ
づ
く

り
出
前
教
室
が
開
か
れ
、
根
雨
小
学
校
６

年
生　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

１８

　

今
回
は
、
世
界
で
活
躍
す
る
組
み
木
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
小
黒
三
郎
さ
ん
（
倉
敷
市
）
を

講
師
に
迎
え
、「
動
物
の
親
子
」
の
組
み
木

パ
ズ
ル
を
作
り
ま
し
た
。

　

小
黒
さ
ん
が
木
の
お
も
ち
ゃ
を
作
り
始

め
た
き
っ
か
け
や
、
使
う
木
の
種
類
、
作
り

方
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
説
明
し
た
あ
と
、

子
ど
も
た
ち
は
自
分
で
考
え
た
図
案
を
木

の
板
に
描
き
、
糸
の
こ
を
使
っ
て
慎
重
に

パ
ズ
ル
に
し
て
い
き
ま
し
た
。
町
内
の
木

の
お
も
ち
ゃ
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
協

力
し
、
個
性
豊
か
な
世
界
で
一
つ
だ
け
の

木
の
お
も
ち
ゃ
が
完
成
し
ま
し
た
。

糸のこの使い方をアドバイスする小黒さん（左）

素
朴
な
味
わ
い
、
木
の
香
り

　

障
が
い
者
の
通
所
施
設
、
セ
ル
プ
ひ
の

（
根
雨
）
の
利
用
者
ら　

人
が
、
６
月
７
日
、

１２

舟
場
地
内
の
畑
に
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
を
植

え
ま
し
た
。

　

こ
の
畑
は
、
畑
を
管
理
し
て
い
る
小
田

切
博
美
さ
ん
（
舟
場
）
が
提
供
し
た
も
の
で
、

今
回
は
小
田
切
さ
ん
も
手
伝
い
な
が
ら
、

２
５
０
本
の
苗
を
全
員
で
協
力
し
な
が
ら

１
本
ず
つ
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

小
田
切
さ
ん
は
、「
昨
年
か
ら
こ
の
畑
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
に

も
喜
ん
で
も
ら
え
て
う
れ
し
い
」と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
は　

月
中
旬
ご
ろ
。

１０

収
穫
し
た
も
の
は
、
焼
き
い
も
に
し
て
各

種
イ
ベ
ン
ト
で
販
売
さ
れ
る
予
定
で
す
。 成長を願いながら丁寧に植えました

秋
の
収
穫
楽
し
み
に

　

町
内
の
美
術
愛
好
家
に
よ
る
作
品
展
、

第
５
回
町
文
化
展
（
町
文
化
団
体
連
絡
協
議

会
主
催
）
が
、
６
月
８
日
か
ら　

日
ま
で
の

１０

３
日
間
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
絵
画
や
写
真
、
陶
芸
、
ち
ぎ
り

絵
、
書
道
な
ど
の
作
品
が
多
数
展
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
町
内
を
は
じ
め
、
町
外
か
ら

も
多
く
の
人
が
訪
れ
、
力
作
ぞ
ろ
い
の
作

品
を
一
点
一
点
ゆ
っ
く
り
と
眺
め
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
８
日
に
は
お
茶
の
サ
ー
ビ
ス
も

行
わ
れ
、
来
場
者
に
癒
し
の
ひ
と
と
き
を

提
供
し
ま
し
た
。

出来栄えに感心しながら観賞

ま
ち
の
芸
術
家
の
作
品
一
堂
に
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国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年

金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
難
し

い
場
合
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除

や
猶
予
に
な
る
「
保
険
料
免
除
制

度
」
や
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

（　

歳
未
満
の
人
対
象
）、「
学
生

３０
納
付
特
例
制
度
」（
学
生
対
象
）
が

あ
り
ま
す
。　
　

　

免
除
・
猶
予
期
間
は
年
金
の
受

給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、

保
険
料
が
未
納
の
状
態
で
、
万
一

障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事

態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年

金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

全
額
免
除
期
間
や
一
部
免
除
期

間
は
、
将
来
受
け
取
る
年
金
を
計

算
す
る
際
、
全
額
納
付
し
た
期
間

と
比
較
し
て
年
金
額
が
少
な
く
な

り
ま
す
が
、　

年
以
内
で
あ
れ
ば
、

１０

後
か
ら
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。（
た
だ
し
、
免
除
な

ど
の
承
認
を
受
け
た
期
間
の
翌
年

度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降

に
追
納
す
る
場
合
は
、
当
時
の
保

険
料
額
に
経
過
し
た
期
間
に
応
じ

て
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
）

　

な
お
、
免
除
な
ど
に
は
退
職

（
失
業
）
の
特
例
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
・
猶
予
申
請
は
原
則
と
し

て
毎
年
手
続
き
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
免
除
該
当
期
間
は
、
７
月
１

日
か
ら
翌
年
６
月　

日
ま
で
で
す
。

３０

問
合
せ　

米
子
社
会
保
険
事
務
所

（
電
話
０
８
５
９
‐　

‐
６
１
１

３４

１
）
ま
た
は
役
場
住
民
課
（
電
話

　

‐
０
３
３
３
）

７２平
成　

年
分
の

２０

路
線
価
等
公
開
日
に
つ
い
て

 　

国
税
庁
で
は
、
平
成　

年
分
の

２０

路
線
価
等
を
、
７
月
１
日
（
火
）

に
全
国
一
斉
公
開
す
る
予
定
で
す
。

　

公
開
内
容
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
【www.nta.go.jp

】
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

※
国
税
庁
・
税
務
署
で
は
今
年
度

か
ら
路
線
価
図
等
（
冊
子
）
を
備

え
付
け
て
い
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

米
子
税
務
署　

総
務
課

（
電
話
０
８
５
９
‐　

‐
４
１
２

３２

１
）

▼
議
案
①
日
野
町
教
育
委
員
会
教

育
長
の
選
任
に
つ
い
て
＝
田
淵
久

之
前
教
育
長
の
退
任
に
伴
い
、
山

本
武
史
氏
を
教
育
長
に
選
任
し
ま

し
た
。

▼
議
案
②
歴
史
民
俗
資
料
館
館
長

事
務
取
扱
の
発
令
に
つ
い
て
＝
同

館
長
事
務
取
扱
を
山
本
武
史
教
育

長
に
兼
務
発
令
し
ま
し
た
。

▼
議
案
③
日
野
町
社
会
教
育
委
員

の
委
嘱
に
つ
い
て

▼
議
案
④
日
野
町
公
民
館
運
営
審

議
会
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て
＝
現

委
員
の
任
期
が
６
月
で
満
了
と
な

り
、
７
月
か
ら
引
き
続
き
２
年
間

委
嘱
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

▼
議
案
⑤
日
野
町
文
化
セ
ン
タ
ー

運
営
委
員
会
委
員
の
委
嘱
に
つ
い

て
＝
新
し
く
３
人
の
委
員
を
変
更

し
て
、
７
月
か
ら
２
年
間
委
嘱
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

■
教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

教
育
長
の
選
任
な
ど
に
つ
い
て
審
議

対
象
団
体　

鳥
取
県
土
木
施
設

愛
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
活
動

促
進
規
程
に
基
づ
き
登
録
さ
れ

た
団
体
で
、
構
成
員
が　

人
以
上

１０

の
団
体

役
割　

草
刈
り
（
年
１
回
以
上
）、

植
栽
管
理
、
清
掃
活
動
な
ど

対
象
施
設　

県
が
管
理
す
る
施

設
で
、
河
川
等
は
草
刈
り
な
ど
の

必
要
面
積
が
０
・
２
㌶
以
上
、
道

路
は
延
長
０
・
５
㌔
以
上
ま
た
は

植
樹
枡
の
面
積
が　

平
方

㍍

以

５０

上
の
施
設

活
動
期
間　

協
定
締
結
の
日
か

ら
毎
年
度
末
ま
で

交
付
金
額　

▼
河
川
等
＝
面
積

１
平
方
㍍
当
た
り　

円
（
上
限　

４０

４０

万
円
）
▼
道
路
＝
面
積
１
平
方
㍍

当
た
り　

円
（
上
限　

万
円
）
▼

４０

２０

植
栽
管
理
＝
面
積
１
平
方

㍍

当

た
り
５
０
０
円
（
上
限　

万
円
）

２０

※
複
合
の
場
合
は　

万
円
を
上

４０

限
、
道
路
に
係
る
部
分
の
上
限
は

　

万
円
。
い
ず
れ
も
１
万
円
未

２０満
切
り
捨
て

募
集
締
切　

７
月　

日
（
木
）

１０

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

説
明
会
を
７
月
２
日
（
水
）
午
前

　

時
か
ら
日
野
総
合
事
務
所
大

１０会
議
室
で
開
き
ま
す
。
参
加
を

希
望
す
る
人
は
事
前
に
申
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ　

日
野
総
合
事

務
所
県
土
整
備
局　

維
持
管
理

課
（
電
話　

‐
２
０
４
７
）

７２

「
地
域
が
育
む
河
川
環
境
保
全
事
業
」
が

今
年
度
か
ら
「
協
働
型
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
促
進
事
業
」
へ

新
し
い
教
育
長
に
山
本
武
史
さ
ん
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〇印が休館日です

カレンダー

TEL  ７２-１３００  FAX  ７２-１４８４

図書館・ホール森の音楽隊

月～金　午前９時３０分～午後６時
土・日　午前９時～午後５時

インターネットで蔵書検索をどうぞ   http://tosyo.town.hino.tottori.jp

E-mail　hinotosyo@book.town.hino.tottori.jp

●木のおもちゃづくり
７月２０日（日）９：３０～１２：００

場所：図書館車庫
■組み木のパズルなど（要材料費）

●図書館おはなし会
７月２６日（土）１０：００～
場所：図書館絵本コーナー

■夏を楽しむ絵本、おはなし、わらべ
　うたなど（参加無料）

●サイエンスアカデミー講座
７月２６日（土）１０：３０～１２：００
場所：図書館郷土資料コーナー

■テーマ：「命のみなもと～水～シリーズ」

７月２日 ( 水 ) ～３０日 ( 水 )

●町歴史研修会公開講座
７月１６日（水）１０：００～

場所：山村開発センター
■テーマ：「出雲街道根雨宿総集編②」
　～根雨宿のにぎわいについて～
　講師：川上護さん

　５月、ホール森の音楽隊の舞
台脇に、手づくりの花道が完成
しました。
　これは、すでにある舞台両脇
の扉と舞台をつなぐため、大工
の宇田春男さん（黒坂）が２年
ほど前から準備し、ボランティ
アで製作いただいたものです。
　材料は町内産のヒノキを使い、
町民有志のボランティアの皆さ
んにも作業を手伝っていただき
完成しました。
　これにより、ホールの舞台が
広く使えるようになりました。
本当にありがとうございました。

　

　１３：００開演（１２：３０開場）※入場無料
  

  ■会場　ホール森の音楽隊
　日野川沿いで活動している合唱団による、美しい　

　 　　  ハーモニーをお楽しみください。

／２１（祝）

７

　

　１３：３０～（展示・物販は１１：３０～）
 

■会場　ホール森の音楽隊
    ■内容　①講演「南信州での体験型観光の取り組み」
　　 　　　　   　　　講師：高橋充さん（長野県飯田市南信州観光公社 )
　　　　　　　　　　　 ②パネルディスカッション
　　　　　　　　　　　 ③展示・物販
■問合せ　日野総合事務所県民局県民課 (電話７２‐２０８６)

／２９（日）

６

■
お
し
ら
せ　

町
歴
史
民
俗
資
料
館
周
辺
の
植

栽
な
ど
の
環
境
整
備
も
あ
わ
せ
て
行
っ
て
い
ま

す
。
手
伝
っ
て
い
た
だ
け
る
人
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

入場無料

募 
集 
中

宇田さんの職人の技が生かされています



　

５
月　

日
、
第
２
回
お
し
ど
り

１６

学
園
を
町
公
民
館
で
開
き
、
教
養

一
般
講
座
で
は
、「
廃
棄
物
を
出

さ
な
い
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
と

題
し
、
役
場
産
業
振
興
課
の
柴
田

孝
志
課
長
に
よ
る
講
演
を
行
い
ま

し
た
。

　

柴
田
課
長
は
、
ま
ず
日
野
町
に

お
け
る
ご
み
処
理
の
現
状
に
つ
い

て
話
し
、
平
成　

年
度
の
『
燃
え

１８

る
ご
み
』
の
焼
却
処
分
に
か
か
っ

た
費
用
が
４
８
５
２
万
円
、
焼
却

処
分
し
た
量
は
１
０
２
１
㌧
に
の

ぼ
っ
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し

た
。
な
ん
と
、
１
㌧
当
た
り
４
万

６
９
２
４
円
の
処
理
費
用
が
か

か
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
不
燃
物
の
ご
み
処
理
を

含
め
る
と
年
間
１
億
６
０
０
０
万

円
も
の
処
理
費
用
が
か
か
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、「
町
民
１
人
当
た
り
の

１
か
月
の
ご
み
排
出
量
は
平
均

　

・
６
㌔
で
、
日
野
町
は
リ
サ
イ

２０ク
ル
率
も
県
下
で
最
も
低
い
レ
ベ

ル
に
あ
る
」
と
も
指
摘
し
ま
し
た
。

ご
み
の
減
量
化
・
分
別
の
徹
底
・

リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
で
町
の
財
政

負
担
も
軽
減
す
る
と
学
園
生
に
訴

え
か
け
ま
し
た
。

　

古
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

は
、「
新
聞
紙
の
間
に
ハ
ガ
キ
や

名
刺
、
請
求
書
な
ど
小
さ
な
古
紙

を
挟
ん
で
出
し
て
、
燃
え
る
ご
み

の
減
量
化
に
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
か
ら
の
ご

２０

み
減
量
化
の
取
り
組
み
と
し
て
、

布
類
の
回
収
に
取
り
組
む
こ
と
と

食
用
油
の
再
利
用
も
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
布
類
は
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
、

王
子
製
紙
の
燃
料
に
使
わ
れ
て
い

る
こ
と
、
古
い
食
用
油
は
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
に
精
製
さ
れ
、

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
に
使
え
る

も
の
に
な
る
こ
と
を
聞
き
、
学
園

生
は
驚
い
た
様
子
で
し
た
。

　

ふ
だ
ん
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い

話
や
質
問
に
対
し
て
詳
し
く
説
明

を
聞
き
、
学
園
生
は
明
日
か
ら
で

も
実
践
で
き
る
ご
み
の
減
量
化
に

つ
い
て
取
り
組
ん
で
み
よ
う
と
心

に
誓
い
ま
し
た
。

広報ひの 14

お
し
ど
り
学
園 
学
園
生
募
集

 

期
間　

毎
月
１
回
（
お
お
む
ね

第
３
金
曜
日
）

場
所　

町
公
民
館

時
間　

午
前
９
時　

分
～
午
後

３０

０
時　

分
く
ら
い

３０

対
象　

お
お
む
ね　

歳
以
上
で

６５

年
間
を
通
し
て
参
加
で
き
る
人

専
門
講
座　

６
講
座
（
①
生
花

②
手
芸
③
料
理
④
語
る
会
⑤
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
⑥
健
康
）

問
合
せ　

町
公
民
館
（
電
話　

‐
７４

０
２
１
２
）

▼
グ
ル
ー
プ
専
門
講
座
「
健
康
」

　

７
月
は
、
日
野
病
院
の
管
理
栄

養
士
を
招
き
、
栄
養
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。
学
園
生
以
外
の
人
も
気

軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

地
球
の
た
め
に
、
地
域
の
た
め
に

ご
み
の
減
量
に
ご
協
力
を

　
　

▼
第
２
回
お
し
ど
り
学
園

身近なごみ問題について興味深く聞く
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★ 
確
実
な
戸
締
り
を 
★

　
「
ウ
チ
は
昔
か
ら
鍵
な
ん
て
か

け
た
こ
と
が
な
い
よ
」
…
こ
ん
な

こ
と
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ド
ロ
ボ
ウ
は
そ
の
「
ス
キ
」
を

狙
っ
て
い
ま
す
！

①
ち
ょ
っ
と
の
外
出
で
も
鍵
を
か

け
る
習
慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う

　

近
所
へ
回
覧
板
を
持
っ
て
行
く
、

ゴ
ミ
を
捨
て
に
行
く
と
い
っ
た
時

に
も
鍵
を
か
け
る
。

②
外
出
す
る
前
に
は
家
全
体
の
戸

締
ま
り
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

１
階
だ
け
で
な
く
、
２
階
の
窓

も
狙
わ
れ
て
い
ま
す
。
夜
間
も
も

ち
ろ
ん
鍵
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

★ 
不
審
者
の
発
見
・
通
報 
★

　

地
域
で
見
か
け
な
い
人
や
県
外

ナ
ン
バ
ー
の
車
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

①
犯
行
を
あ
き
ら
め
さ
せ
る
地
域

づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う

　

不
審
者
を
見
つ
け
た
ら
、「
何

か
ご
用
で
す
か
？
」
と
声
を
か
け

る
こ
と
が
未
然
に
防
ぐ
第
一
歩
で

す
。

②
お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
、
す

ぐ
１
１
０
番
！

　

不
審
者
を
見
つ
け
た
、
不
審
な

車
が
止
ま
っ
て
い
る
な
ど
「
お
か

し
い
な
」
と
思
っ
た
ら
、
警
察
に

通
報
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
少
し
の

「
勇
気
」
が
犯
罪
を
寄
せ
付
け
な

い
地
域
づ
く
り
に
な
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
は
「
高
校
生
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
さ
わ
や
か
運
動
」
を
ご
存

じ
で
す
か
。
新
聞
で
も
活
動
の
様

子
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
大
人
が
見
本
と
な
り
、

あ
い
さ
つ
・
声
か
け
な
ど
を
行
う

こ
と
で
青
少
年
に
影
響
を
与
え
、

変
え
て
い
こ
う
と
町
青
少
年
育
成

会
（
柴
原
保
明
会
長
）
も
運
動
に

参
加
し
て
い
ま
す
。
駅
を
利
用
す

る
高
校
生
に
あ
い
さ
つ
を
す
る
の

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
通
勤
す
る

大
人
に
も
あ
い
さ
つ
を
し
て
自
覚

を
促
す
こ
と
も
目
的
に
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
運
動
が
始
ま
っ
て
か
ら
高

校
生
の
乗
車
マ
ナ
ー
が
改
善
に
向

か
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
反
面
で
注
目
さ
れ

て
い
る
の
は
、
大
人
が
あ
い
さ
つ

を
し
な
い
こ
と
。
運
動
に
協
力
い

た
だ
い
て
い
る
団
体
か
ら
も
意
見

が
出
て
い
ま
す
。
大
人
も
変
わ
る

と
き
が
来
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
「
お
は
よ
う
」、「
こ
ん
に
ち
は
」

と
明
る
く
、
さ
わ
や
か
な
声
が
聞

こ
え
る
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。

い
に
し
え
の
道
を
歩
き
、
自
然
を
満
喫

 

公
民
館
体
験
事
業
「
出
雲
街
道
自
然
観
察
ウ
ォ
ー
ク
」

大
人
が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
も
変
わ
る

～
ま
ず
大
人
が
変
わ
る
こ
と
。
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
～

 

高
校
生
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
さ
わ
や
か
運
動

空
き
巣
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

 

～
鍵
を
か
け
な
い
家
が
狙
わ
れ
る
～

日
野
町
地
域
防
犯
・
生
活
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
協
議
会
事
務
局

（
町
公
民
館　

電
話　

‐
０
２
１
２
）

７４

雨模様の中７㌔の道のりを歩きました
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梅
雨 
を 
乗 
り 
切 
る

つ　

ゆ 

の 

き

メ
ニ
ュ
ー
で 
料
理
教
室 

り
ょ
う
り
き
ょ
う
し
つ

　　

６ 
月 
５ 
日 
、 

隣
保
館  
学
習
講
座 
の

が
つ 

か 

り
ん
ぽ
か
ん 

が
く
し
ゅ
う
こ
う
ざ

料
理
教
室
を 
開 
き
ま
し
た
。

ひ
ら

　
 
飯
島  
好
江 
さ
ん
の 
指
導 
で
、 

旬 
の

い
い
じ
ま 

よ
し
え 

し
ど
う 

し
ゅ
ん

え
ん
ど
う 
豆 
や 
梅 
を 
使 
い
、 

全
部 
で

ま
め 

う
め 

つ
か 

ぜ
ん
ぶ

５ 
品 
の
料
理
を 
作 
り
ま
し
た
。

し
な 

つ
く

　

い
ず
れ
も 
食
欲 
を
そ
そ
る 
献
立 
ば

し
ょ
く
よ
く 

こ
ん
だ
て

か
り
。
梅
雨
を
乗
り
切
る
の
に
ぴ
っ

た
り
の
メ
ニ
ュ
ー
で
、 

参
加
者 
に
と

さ
ん
か
し
ゃ

て
も 
好
評 
で
し
た
。

こ
う
ひ
ょ
う

16

あ も の にち  ど ご ご  じ

ろうじん いこい いえ  こ う し あだち としこ

い ば な に ち か ぷ ん

しもえのきしゅうかいしょ いくた きよこ

にってい へんこう

くわ しもえのきりんぽかん

じ か ん  よ て い  き が る  さ ん か

７ 
月 
の 
学
習
講
座 

が
つ 

が
く
し
ゅ
う
こ
う
ざ 

予
定 

よ
て
い

じぶん うつわ つく

つかもと まさお こうし むか あたら がくしゅう こうざ とうげいきょうしつ

かい わ おこな さんか

にち じ がつ か げつ かたち づく にち え　つ

か さくひん かんしょう

じかん ご　ご じ ぷん

ば しょ しもえのき りんぽかん

さんか ひ えん

▼ 
小
学
生
学
習
会 

し
ょ
う
が
く
せ
い
が
く
し
ゅ
う
か
い

　

小
学
生
の
学
習
会
は
５ 
月 　
 
日 

が
つ 

か

２０

か
ら 
始 
ま
り
、
５
月　
 

日 
と
６
月

は
じ 

に
ち

２７

３ 
日 
は
、 

老
人  
憩 
の 
家 
で 
花 
を 
育 

か 

ろ
う
じ
ん 
い
こ
い 

い
え 

は
な 

そ
だ

て
よ
う
と
、 

榎 
の 
美  
老
人
会 
の 
皆 

え 

み 

ろ
う
じ
ん
か
い 

み
な

さ
ん
に 
指
導 
い
た
だ
き
な
が
ら 
竹 

し
ど
う 

た
け

で
プ
ラ
ン
タ
ー
を 
作 
り
、 

花 
を 
植 

つ
く 

は
な 

う

え
ま
し
た
。

　

花
植
え
の
あ
と
は 
全
員 
で 
頭 
の

ぜ
ん
い
ん 

あ
た
ま

 
体
操 
。 

簡
単 
な 
算
数 
の
プ
リ
ン
ト

た
い
そ
う 

か
ん
た
ん 

さ
ん
す
う

 
問
題 
に 
挑
戦 
し
て
、
老
人
会
と

も
ん
だ
い 

ち
ょ
う
せ
ん

い
っ
し
ょ
に 
交
流 
を 
深 
め
ま
し
た
。

こ
う
り
ゅ
う 

ふ
か

　

▼ 
中
学
生
学
習
会 

ち
ゅ
う
が
く
せ
い
が
く
し
ゅ
う
か
い

　

中
学
生
の
学
習
会
は
、
５ 
月 　が

つ

１５

 
日 
か
ら 
始 
ま
り
ま
し
た
。

に
ち 

は
じ

　
 

第 
３ 
回 
の
学
習
会
で
は
、
こ
れ

だ
い 

か
い

ま
で
の 
教
科
学
習 
と 
人
権 
学
習
の

き
ょ
う
か
が
く
し
ゅ
う 

じ
ん
け
ん

ほ
か
に
、 

月 
に 
一
度  
隣
保
館 
が 
行 

つ
き 

い
ち
ど 

り
ん
ぽ
か
ん 

お
こ
な

う 
地
域  
学
習 
が 
加 
わ
っ
た
こ
と
が
、

ち
い
き 

が
く
し
ゅ
う 

く
わ

隣
保
館 
長 
か
ら 
説
明 
が
あ
り
ま
し

ち
ょ
う 

せ
つ
め
い

た
。

　

地
域
学
習
で
は
、 

人 
を 
大
切 
に

ひ
と 

た
い
せ
つ

す
る 
心 
を 
育 
て
、
い
じ
め
や 
偏 

こ
こ
ろ 

そ
だ 

へ
ん

 
見 
・ 
差
別 
を
し
な
い
・
さ
せ
な
い
・

け
ん 

さ
べ
つ

 
負 
け
な
い
た
め
の
学
習
や 
活
動 
を

ま 

か
つ
ど
う

す
る 
予
定 
で
す
が
、
学
習
を 
充
実 

よ
て
い 

じ
ゅ
う
じ
つ

さ
せ
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
み
ん

な
で 
話 
し 
合 
い
ま
し
た
。

は
な 

あ

  
人 
を 
大
切 
に
す
る 
心 
を 
育 
て
る

ひ
と 

た
い
せ
つ 

こ
こ
ろ 

そ
だ

▼ 
榎 
の 
実  
学
習
会
開
講
式 

え 

み 

が
く
し
ゅ
う
か
い
か
い
こ
う
し
き

　

５ 
月 
か
ら
２
月
ま
で
の 
間 
、 

毎

週
 
 

火  
曜
日 
が 
小
学
生 
、
毎
週 
木 
曜

が
つ 

あ
い
だ 

ま
い
し
ゅ
う 
か 

よ
う
び 

し
ょ
う
が
く
せ
い 

も
く

日
が 
中
学
生 
の 
学
習
会 
が 
開 
か
れ
る
の
に 
先
立 
ち
、 

開
講
式 
が
５ 
月 　

ち
ゅ
う
が
く
せ
い 

が
く
し
ゅ
う
か
い 

ひ
ら 

さ
き
だ 

か
い
こ
う
し
き 

が
つ

１３

 
日 
に 
行 
わ
れ
ま
し
た
。

に
ち 

お
こ
な

　

開
講
式
に
は
小
学
生　
 

人 
、
中
学
生
９
人
と
小
中
学
校
の 
先
生 
、 

自 

に
ん 

せ
ん
せ
い 

じ

１９

 
治  
会
長 
や 
保
護  
者 
の
ほ
か
、 

教

育
 
 

委
員
会 
と 
隣
保
館 
の 
職
員 
が 
出
席 

ち 
か
い
ち
ょ
う 

ほ　

ご 
し
ゃ 

き
ょ
う
い
く 
い
い
ん
か
い 

り
ん
ぽ
か
ん 

し
ょ
く
い
ん 
し
ゅ
っ
せ
き

し
、
そ
れ
ぞ
れ 
激
励 
の 
言
葉 
を 
児
童  
生
徒 
に 
送 
り
ま
し
た
。

げ
き
れ
い 

こ
と
ば 

じ
ど
う 

せ
い
と 

お
く

　

ま
た
、
児
童
生
徒
の 
代
表 
が
、
１ 
年
間 
の 
目
標 
や
、 

休 
ま
ず
学
習
会

だ
い
ひ
ょ
う 

ね
ん
か
ん 

も
く
ひ
ょ
う 

や
す

に 
参
加 
す
る
な
ど 
決
意 
を 
発
表 
し
ま
し
た
。

さ
ん
か 

け
つ
い 

は
っ
ぴ
ょ
う

き
ょ
う
し
つ 

ひ
ら

が
つ 

か

ド
ゥ
ー 

た
か
は
し 

の
ぶ
や

し
ど
う

つ
か 

た
い
そ
う

の
う 

か
っ
せ
い
か

う
な
が 

う
ん
ど
う 

お
こ
な

の
う
は
ん　

き

あ
し
こ
し 

い
た 

ひ
と 

お
お

き　

も 

よ

よ
ろ
こ 

こ
え 

き
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セ
ル
プ
ひ
の
は
、
障
が
い
が
あ

る
人
た
ち
が
自
立
を
目
指
し
、
い

ろ
い
ろ
な
作
業
な
ど
を
通
し
た
日

常
生
活
訓
練
と
収
入
を
得
る
た
め

の
通
所
施
設
で
、
社
会
福
祉
法
人

祥
和
会
が
２
０
０
５
年
４
月
に
開

設
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
は
、「
地
域
で
共

に
暮
ら
す
」
と
い
う
演
題
で
、
田

子
所
長
が
日
ご
ろ
の
セ
ル
プ
ひ
の

の
活
動
や
、
障
が
い
者
と
地
域
と

の
関
わ
り
な
ど
に
つ
い
て
話
し
ま

し
た
。
今
回
は
そ
の
内
容
を
紹
介

し
ま
す
。

セ
ル
プ
ひ
の
の
活
動
に
つ
い
て

　　

セ
ル
プ
ひ
の
は
、
現
在
郡
内
を

中
心
と
し
た　

人
の
利
用
者
が
あ

２０

り
ま
す
。
仕
事
の
内
容
は
、
花

壇
・
プ
ラ
ン
タ
ー
管
理
な
ど
の
受

託
事
業
と
、
せ
ん
べ
い
・
ク
ッ

キ
ー
・
パ
ン
な
ど
の
食
品
や
草
花

の
営
業
販
売
、
刺
し
子
な
ど
の
手

芸
品
や
木
工
品
を
作
る
自
主
生
産

な
ど
で
す
。
手
づ
く
り
絵
馬
は
金

持
神
社
で
お
土
産
品
と
し
て
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
オ
シ
ド
リ
の
観
察

シ
ー
ズ
ン
に
は
、
出
張
販
売

「
ほ
っ
と
プ
レ
ー
ス
」
を
オ
シ
ド

リ
観
察
小
屋
付
近
で
開
い
た
り
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
で
も
出
張
販
売
を

行
っ
て
い
ま
す
。

障
が
い
者
問
題
と
は

　　
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
に
よ
り
、

２
０
０
６
年
か
ら
、
障
が
い
者
も

施
設
利
用
料
を
自
己
負
担
す
る
こ

と
に
な
り
、
自
立
ど
こ
ろ
か
障
が

い
者
の
生
活
を
圧
迫
し
て
い
る
状

況
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
者
は
社
会
経
験
が
少
な

く
、
そ
れ
が
誤
解
や
偏
見
に
つ
な

が
っ
て
い
る
面
も
あ
り
ま
す
が
、

最
近
で
は
、
障
が
い
も
一
つ
の
個

性
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
始
め
て

い
ま
す
。

　

ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
の
言
葉
に
「
障

が
い
者
は
不
自
由
で
あ
る
が
不
幸

で
は
な
い
、
不
幸
に
し
て
い
る
の

は
健
常
者
で
あ
る
」
と
い
う
も
の

が
あ
り
ま
す
。
障
が
い
者
問
題
は

障
が
い
者
自
身
の
問
題
で
は
な
く
、

障
が
い
者
を
排
除
す
る
人
の
問
題

だ
と
考
え
ま
す
。

地
域
と
の
つ
な
が
り
が
経
験
に

　　

セ
ル
プ
ひ
の
で
は
、
始
め
に
紹

介
し
た
事
業
の
ほ
か
に
も
、
町
駅

伝
大
会
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事

に
参
加
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
交

流
を
図
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

経
験
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
利
用
者
に
も
い
い
変
化
が
現

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
祥
和
会
で
は
、
町
内
に

障
が
い
者
が
共
同
生
活
を
送
る
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
も
運
営
し
て
い
ま

す
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
温
か
く

受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

誰
も
が
希
望
を
持
っ
て
幸
せ
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
が
良
い
ま
ち
。
皆
さ

ん
も
、
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
の
催

し
な
ど
に
来
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

障
が
い
者
問
題
に
つ
い
て
考
え
る

４
月　

日
に
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
２
０
０

２３

８
年
度
町
人
権
・
同
和
教
育
推
進
協
議
会
総
会
に
引
き

続
き
研
修
会
が
行
わ
れ
、
セ
ル
プ
ひ
の
（
根
雨
）
の
田

子
功
司
所
長
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会場では出張販売も

参加者に訴えかける田子所長

２
０
０
８
年
６
月

日
野
町
人
権
・
同
和
教
育
推
進
協
議
会
広
報
紙



広報ひの

届
出　

５
月　

日
～
６
月　

日   
敬
称
略

１１

１０

　

お
く
や
み

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

（
氏
名
）　
　
　
　
  　

（
年
齢
）　
 　

（
住
所
）

　

５
月
届
出
分

生
田
真
理
子　
　
　

歳　
　

本
郷

５５

　

６
月
届
出
分

三
原　

敏
子　
　
　

歳　
　

黒
坂

８６

■町文化センター／ホール森の音楽隊の
舞台に花道を作ってくださった宇田春男
さん。製作現場を何度か見学しましたが、
さすがはベテラン大工さん、作業に無駄
がなく丁寧。ご高齢にも関わらず的確に
指示を出される姿に、「カッコイイ～！」
と心の中で叫んじゃいました（笑）■ど
んな花道が完成したのか、ぜひホールの
催しで確認してみてくださいね。(i)

18

ひのっこ保育所子育て支援室「おひさまひろば」
では、保育所に入所していない子どもたちを迎え、
親子で楽しく遊んでいます。毎回ボランティアの
皆さんにもお世話になっています。
▼開設日　毎週水・金曜日　午前９時～午前１１時
　　　　　金曜日は、参加者が親子で自由に利用
　　　　　いただける日です。（お茶は各自で用
　　　　　意してください）

　５月は、小麦粉粘土遊びやアサガオ、ヒマワリ

の種まきをしました。かわいい芽がたくさんのぞ

き、花が咲くのをみんな楽しみにしています。

　木のおもちゃや牛乳パックの手づくりおもちゃ

など用意しています。暑くなりますので水遊びも

いっしょにしましょう。皆さんお誘いあわせお越

しください。

　ひのっこ保育所 (電話７２‐０２３８)

　　　　役場健康福祉課（電話７２‐０３３４）

７月の開催日
 ■２日（水）＝七夕の短冊を飾ります。飾りを作って持って
　　　　　　　　　　来られても大歓迎です
■４日（金）
■９日（水）＝魚つり
■１１日（金）
■１６日（水）＝水遊び（水遊びができる準備をしてきてください）

■１８日（金）
■２３日（水）＝図書館からのおはなし会（９：４５～１０：１５）
■２５日（金）
■３０日（水）＝水遊び、保健師による子育て相談

日
野
町
俳
句
同
好
会　

選

引
き
寄
せ
て 
朴 
の
一
花
の
大
い
な
る
（
講
師
）
谷   　

悦
子

ほ
お

　

早
苗
挿
す
鏡
の
水
田
砕
き
つ
　ゝ
　
 
安
達
つ
る
ゑ

　 
牡
丹 
に
傘
さ
し
て
や
り
吾
が 
狭
庭      
荒
木　

習
子

ぼ
う
た
ん 

さ
に
は

　

春
日
和 
曽
孫 
は
し
ゃ
ぎ
て
旗
取
り
に    
梅
林　

春
子

ひ
ま
ご

　

女
系 
家 
に
男
児
さ
づ
か
り
鯉
の
ぼ
り    
勝
瀬　

京
子

や

　

髪
切
っ
て
夏
の
心
と
な
り
に
け
り    
川
上　

文
子

　

空
バ
ス
の
来
て
そ
れ
だ
け
の
町
薄
暑　

久
城　

霞
渓

　
　

 
春
暁 
や
覚
め
る
に
惜
し
き
夢
を
見
て    
徳
本
千
鶴
子

し
ゅ
ん
ぎ
ょ
う

　

水
張
り
て
早
苗
届
く
を
待
つ
ば
か
り    
真
壁
富
貴
枝

　   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
五
十
音
順
）

遊びのコーディネーター、
木の専門店「木や」の高
橋さんを招き、年齢に
合ったいろいろなおも
ちゃを紹介していただき
ました

１歳児には、遊びやすい
ようにつまみが付いたパ
ズルがおすすめです。絵
もきれいで、とても喜ん
で遊びました

民
生
児
童
委
員
が
替
わ
り
ま
し
た

　

６
月
か
ら
、
高
尾
・
後

谷
・
金
持
・
板
井
原
地
区
の

民
生
児
童
委
員
が
、
鷲
見

敬
四
郎
さ
ん
（
高
尾
、
４
月

　

日
退
任
）
か
ら
、
中
田
初

３０枝
さ
ん
（
金
持
）
に
替
わ
り

ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
の
委
員
は「
広

報
ひ
の
１
月
号
」に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　

暮
ら
し
の
中
の
悩
み
ご
と
や
困
り
ご
と
が
あ
れ
ば
、
何

で
も
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。
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ＪＵＬＹ (文月 )

木１７乳児健診・ＢＣＧ予防接種　開発センター
受付：午後１時１５分～午後１時３０分

火 １

金１８法律相談　開発センター　午後１時～
申込み：町社会福祉協議会（７４-０３３８）６月２７日〆切

ねう祭り　根雨地内　午後６時～（大雨中止）土１９不燃ごみの収集日（全町）水 ２

日２０木 ３
海の日（可燃ごみの収集は休みます）
※２２日に月曜日の地区を収集します月２１金 ４

全町の可燃ごみを収集します火２２土 ５

ペットボトルの収集日（全町）水２３日 ６

全血献血木２４健康相談　町公民館　午前９時～午前１０時月 ７

金２５人権相談
開発センター　午後１時～午後３時

土２６隣保館陶芸教室
下榎隣保館　午後１時３０分～

第３１回鵜の池マラソン大会　鵜の池湖畔　
受付：午前８時３０分～、スタート：午前１０時～日２７火 ８
隣保館陶芸教室
下榎隣保館　午後１時３０分～

月２８資源ごみの収集日（全町）水 ９

火２９行政相談　開発センター　午前９時～正午

不燃粗大ごみの収集日（全町）水３０木１０
胃がん・肺がん・大腸がん検診
開発センター（詳しくは８ページをご覧ください）

木３１金１１
固定資産税２期分、国民健康保険税１期分、介護保
険料１期分・後期高齢者医療保険料１期分納期限

隣保館編み物講座　老人憩の家　午後１時～土１２
第６３回日野郡民総合体育大会　
主会場：江府町日１３
胃がん・肺がん・大腸がん検診
町公民館（詳しくは８ページをご覧ください）月１４
胃がん・肺がん・大腸がん検診
町公民館（詳しくは８ページをご覧ください）

火１５
隣保館生け花講座
下榎集会所　午後７時３０分～

古紙・ＲＰＦ（布）の収集日（全町）水１６
胃がん・肺がん・大腸がん検診
町公民館（詳しくは８ページをご覧ください）

直
通
電
話

72‐0334健康福祉課72‐2105出納室72‐0333住民課72‐0331総務企画課
72‐0335議会事務局 74‐0212公民館74‐0211黒坂支所72‐2101産業振興課
72‐1167給食センター72‐1300文化センター72‐2107教育委員会72‐2103農業委員会

72‐1191下榎集会所72‐0238ひのっこ保育所72‐1852地域包括支援センター
役場代表番号 ( 夜間・休日）　72‐0331

 

（町内の展示コーナーを紹介します）
 

■山陰合同銀行根雨支店
～７月１１日まで

７月１４日～８月１５日まで
　

■蔵美術館　
～８月１０日まで

 

■県西部地震展示交流センター
～８月２７日まで



広報ひの

　

ス
ズ
メ
や
ツ
バ
メ
な
ど
、
身
近
に
い
る
鳥

た
ち
は
子
育
て
に
忙
し
そ
う
で
す
。
あ
ち

こ
ち
で
に
ぎ
や
か
な
さ
え
ず
り
が
聞
こ
え

て
い
ま
す
。
オ
シ
ド
リ
も
き
っ
と
真
っ
最

中
で
し
ょ
う
。
先
日
「
近
所
の
田
ん
ぼ
に
オ

シ
ド
リ
夫
婦
が
来
て
い
た
よ
」
と
い
う
情
報

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ヒ
ナ
を
連
れ
た
オ

シ
ド
リ
に
会
っ
て
み
た
い
も
の
で
す
。
ア

ユ
か
け
さ
ん
か
ら
の
情
報
が
楽
し
み
で
す

ね
。
自
然
の
営
み
に
畏
敬
の
念
で
す
。

　

【
連
絡
先
】　

オ
シ
ド
リ
グ
ル
ー
プ
事
務
局

　
　
　
　
　
  
森
田
（
電
話　

‐
０
２
７
１
）

72

自
然
の
営
み

②

③

④

ま
ち
の
林
業
に
も
支
援
を

　

梅
雨
の
到
来
で
す
。
一
昨
年
の
梅
雨
末
期
の
豪
雨

に
よ
り
、
こ
の
ま
ち
も
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
と
き
の
復
旧
工
事
も
、
関
係
者
の
尽
力
に
よ
り
こ

の
春
よ
う
や
く
完
成
い
た
し
ま
し
た
。
近
年
の
傾
向

と
し
て
、
ゲ
リ
ラ
的
な
集
中
豪
雨
で
起
こ
っ
た
土
石
流

に
よ
る
被
害
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
予
期
せ
ぬ
場
所

で
時
間
雨
量
が
１
０
０
㍉
前
後
と
な
り
、
大
き
な
被
害

を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。
大
雨
と
な
れ
ば
、
常
に
早

め
の
避
難
を
心
が
け
、
安
全
な
場
所
へ
の
移
動
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

昨
年　

月
か
ら
、
町
交
流
セ
ン
タ
ー
「
リ
バ
ー
サ
イ

１０

ド
ひ
の
」
を
休
館
し
、
皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
か
け
て

い
ま
し
た
が
、
先
日
、
運
営
し
て
い
た
だ
く
会
社
が
決

ま
り
ま
し
た
。
予
定
で
は
７
月
１
日
か
ら
の
営
業
開

始
と
な
り
ま
す
。
運
営
内
容
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
と

そ
う
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
新
た
な
展
開
も
期
待
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
皆
さ
ん
に
有
効
に
利
用
し
て

い
た
だ
き
、
交
流
の
拠
点
と
し
て
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

に
一
役
担
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　

　

先
月
末
に
は
、
日
南
町
の
㈱
オ
ロ
チ
が
営
業
を
始
め

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
社
は
、
活
用
さ
れ
て
い
な
い
ス

ギ
材
を
有
効
利
用
し
製
品
化
す
る
と
い
う
、
画
期
的
な

取
り
組
み
を
さ
れ
ま
す
。

　

日
野
町
で
は
、
戦
後
植
林
さ
れ
た
人
工
林
の
多
く
が

手
入
れ
さ
れ
ず
放
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
立
木
を

間
伐
し
、
持
ち
出
し
て
少
し
で
も
お
金
に
し
な
が
ら
、

山
が
本
来
持
つ
機
能
を
保
ち
、
あ
る
べ
き
姿
に
戻
す
た

め
に
も
、
早
急
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

間
伐
を
促
進
し
、
ま
た
将
来
の
国
産
材
時
代
の
到
来
に

向
け
、
町
も
支
援
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
６
月
８
日
記
）

日
野
町
長　

景　

山　

享　

弘

第２７回

『私たちちょっとメタボリックかしら』
撮影●仲村吉一さん（倉吉市）
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